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研究資金 

• 科学研究費補助金 

1. 2011 年度～2016 年度, 戦略的創造研究推進事業, 代表, 省メモリ技術と動的最適化技術によるス
ケーラブル通信ライブラリの開発 

2. 2015年度～2017年度, 基盤研究(C), 代表, MPI向け準備型集団通信インタフェースの研究開発. 

 

教育活動 

• 教育活動概要 

1. 工学部の留学生向けに、プログラミングに関する講義を英語で行っている。また、システム情
報科学研究府の大学院生向けにネットワークに関する講義を行っている。 

 

社会貢献・国際連携 

• 社会貢献活動 

2016年度, 並列プログラミングにおける国際的な標準規格 MPI (Message Passing Interface) の仕様策
定会議に参加。 

7.1 「先駆的科学計算に関するフォーラム 2016 

〜先端的計算科学研究プロジェクト成果報告会〜」 

 
2016 年 4 月 27 日（水）に九州大学情報基盤研究開発センターにおいて、平成 27年度先端的計算科学

研究プロジェクト成果報告会を開催しました。先端的計算科学研究プロジェクトは、現在および将来ス

ーパーコンピュータシステムの高度な利用技術および学術研究の先駆けとなるべき研究を推進するもの

で、平成 28年度はプロダクトラン課題 9件、ベンチマーク課題 1件が採択され、2015 年 4月から 2016

年 3 月までプロジェクトを行いました。フォーラムには技術スタッフ、センター運用関係者も出席し、

熱心な質疑応答が交わされました。 

 

「フォーラムプログラム」 

 
・13:00-13:05  挨拶 

・13:05-13:25  清水 雅樹 (大阪大学 大学院基礎工学研究科) 

              「壁面流における乱流遷移過程」 

・13:25-13:45  椎原 良典 (東京大学 生産技術研究所) 

              「大規模第一原理計算による金属ガラスのナノスケー  

ル変形機構の解明」 

・13:45-14:05  石元 孝佳 (九州大学 稲盛フロンティア研究センター) 

             「大規模計算を活用した金属ナノ粒子の機能発現機構に      

関する第一原理計算」 

―休憩― 

・14:20-14:40  加藤 雄人 (東北大学 大学院理学研究科 地球物理学専攻) 

              「惑星電磁圏におけるプラズマ粒子加速・加熱過程の計算機実験」 

・14:40-15:00  安倍 賢一 (九州大学 大学院工学研究院 航空宇宙工学部門) 

              「壁面乱流特性スケールを反映した LES/RANS ハイブリッドモデルによる 

                 層流・乱流遷移を伴う物体周り流れの数値解析」 

・15:00-15:20  井上 弘士 (九州大学 大学院システム情報科学研究院) 

              「スーパーコンピュータにおける電力性能最適化フレームワークの評価」 

―休憩― 

・15:35-15:55  荻野 正雄 (名古屋大学 情報基盤センター) 

              「沿岸構造物における FEM-SPH 法による大規模シミュレーション」 

・15:55-16:15  古川 雅人 (九州大学 大学院工学研究院 機械工学部門) 

              「遷音速軸流圧縮機における衝撃波を伴う複雑内部流動現象の解明」 

・16:15-16:35  三宅 洋平 (神⼾⼤学 計算科学教育センター) 

               臼井 英之 (神⼾⼤学 大学院システム情報学研究科） 

              「月周辺プラズマ環境の高並列プラズマ粒子シミュレーション」 

・16:35-17:00 (センターからの話題提供または自由討論) 

フォーラムポスター

第７章 イベント紹介 

 

7.1「はじめての MPI 片側通信プログラミング -基本的な利⽤⽅法と粒⼦系シミュ 

    レーションによる演習-」講習会 

  
2016年 8月 22日(月)、九州大学伊都図書館情報サロンにおいて、「はじめてのMPI 片側通信プログラ

ミング」講習会を開催しました。参加者は5名で、講師は、九州大学情報基盤研究開発センターの森江善

之研究員と、薄⽥⻯太郎研究員が務めました。この講習会では、並列プログラミングにおける標準的なイ

ンタフェースであるMPI (Message Passing Interface) の中で、今まであまり普及が進んでいなかった片

側通信と呼ばれる通信モデルに焦点を当て、基本的な利用法を説明するとともに、粒子系シミュレーショ

ンの並列化を題材として、実際の計算プログラムへの応用例を紹介しました。 
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7.2　はじめての MPI 片側通信プログラミング - 基本的な利用方法と粒子系シミュレーションによる演習 - 講習会



RIIT チュートリアル 2016ー Julia & FreeFem++

11月 24日 (木), 11月 25日 (金)に大阪大学サイバーメディアセンターの共催のもと，代表的なフ
リーソフトウェアである Julia と FreeFem++ の実習付きチュートリアルを開催しました．2日間と
も参加者と講師との間で双方向の熱心な議論が交わされました．

科学技術計算専用言語 Julia

【日時】11月 24日 (木) 13時～17時
【講師】降籏 大介 氏（大阪大学 サイバーメディアセンター)

【概要】Juliaはマサチューセッツ工科大学 (MIT)で開発された科学技術計算専用言語でMatlabや
Pythonによく似た使いやすさと C言語や Fortranと同等の高速さを兼ね備えた最先端軽量プログラ
ミング言語として注目されています．Julia の文法は科学技術計算に適しており，BLAS, LAPACK,

GMP などの定番ライブラリが最初から組み込まれています．整数・実数の任意精度計算，並列計算，
オブジェクト指向のさらに先の多重ディスパッチをサポートしています．1,000 以上のユーザ作ライ
ブラリ (Package) が公式に登録されています．C, Python, Fortran などの他の言語との相互呼び出
しが可能であり，外部プログラムの呼び出しなどのシェル的な利用もできます．ドキュメントも完備
されており，ユーザコミュニティも活発です．MIT ライセンスとしてフリーかつオープンソースで
あることも大きな特長です．
本チュートリアルでは, Julia 言語そのものについての入門的解説から始め，非線形偏微分方程式

の求解を例にした Julia による数値解析手法の紹介，および並列計算について解説します．
【プログラム】
・13:00–14:10 Julia 言語そのものについて入門的解説
・14:25–15:35 Julia 言語による数値解析ー 非線形偏微分方程式を例にして
・15:50–17:00 Julia 言語による並列計算

Juliaチュートリアル風景

FreeFem++ による有限要素プログラミング

【日時】11月 25日 (金) 10時～17時
【講師】鈴木 厚 氏（大阪大学 サイバーメディアセンター)

【概要】FreeFem++ はパリ第六 (ピエールマリーキュリー)大学の J.-L. Lions 研究所の F. Hecht

教授らによる有限要素法ソフトウェアパッケージです．有限要素メッシュの生成，離散化行列の線形
ソルバーおよび可視化の一式を網羅しているため，ユーザーは数理モデルの構築，時間発展の離散
化，非線形問題の解法に専念にできます．弱形式の離散化プロセスを専用のスクリプト言語とデー

タ構造で非常に簡単に記述できるところが，通常の専用あるいは汎用有限要素解析ソフトウェアと
の大きな違いです．もともとは数値計算の教育を目的として作られましたが，並列計算や 3次元要
素を扱う機能を拡張し，有限要素法によるシミュレーションのプロトタイプ実行を実現する優れた
ソフトウェアになっています．FreeFem++ は非常に強力なツールですが，その反面，ソフトウェア
を使いこなすためには有限要素法の数学的記述法とスクリプト言語記述の知識が必要になります．
本チュートリアルでは，代表的な偏微分方程式の弱形式による記述法から始め，剛性行列の記述

方法と連立一次方程式ソルバーの利用法，非線形反復の実現方法を概観します．3次元計算では，連
立一次方程式を GMRES 法などの反復法で解くことになりますが，適切な前処理を選択することが
高速計算のためには重要になります．直接法を部分的に取り込んだ Additive Schwarz 法による前処
理を紹介します．
【プログラム】
・10:00–11:00 偏微分方程式と弱形式ー Poisson 方程式，Navier-Stokes 方程式，静磁場方程式
・11:15–12:15弱形式から有限要素剛性行列へー疎行列と連立方程式，非線形反復のための Newton

法
・13:45–14:45 FreeFem++ 言語ー matrix, array, for loop, function

・15:00–17:00 3次元問題と実習ー Additive Schwarz 前処理による GMRES 法を用いた反復解法

FreeFem++チュートリアル風景
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7.4 「せきゅトーク 2017 in 福岡」 

 
 

 

 

 

 

 

平成29年2月19⽇（⽇）に、福岡市⻄部地域交流センター（さいとぴあ） において、先端ネ

ットワーク研究部門 岡村教授がセンター⻑を務める九州⼤学サイバーセキュリティセン

ターが主催して、⼀般市⺠向けサイバーセキュリティ懇話会「せきゅトーク 2017 in 福岡」

を開催しました。「せきゅトーク 2017 in 福岡」では、１）著作権、２）情報倫理と法律、

３）無線LAN や SNS の正しい使い方 、４）サイバー犯罪対策の4つをテーマに各分野か

ら専門家を迎え、サイバーセキュリティの現状や、日々の生活のなかで気をつけるべきこと

について講演を行いました。講師と具体的な内容は、以下の通りでした。 

 
SNS等の利用において著作権侵害とならないための基礎を学ぼう 

講師：岡田義広 (九州大学) 

インターネット上に公開されている場合、その電子コンテンツを容易に入手し複製を作る

ことができます。 また、それを自分の著作物の中で再利用したり、SNS等にアップロード

することも簡単にできてしまいます。 しかし、その多くの場合が著作権侵害に当たります。 

例え、公開されている電子コンテンツでも、その電子コンテンツの著作権者の許可がなけれ

ば、 勝手に複製を作成して自分の著作物の中で利用したり、サーバーにアップロードして

公開することはできません。 このように、意図せずに著作権侵害を起こしている場合があ

ります。 そのようなことにならないよう、著作権についての基本的な知識を身につけまし

ょう。 

 
これからのサイバー社会でどのように情報倫理を教えるか 

講師：岡村耕二 (九州大学)  

スマートホン、SNS の利用は便利で楽しいことですが、その広がりに教育がおいついてお

らず、 トラブルも起きはじめています。大学では、ずっと昔、インターネットの利用が始

まった頃、 積極的に情報倫理教育をはじめましたが、現在のサイバー空間では同じような

教育をするのは困難です。 このような状況で、利用者はどのように情報倫理を学ぶべきか、

みんなで考えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡村耕二 (九州大学) 

 

 

 

インターネットの正しいこわがり方 

講師：原 和宏（富士通株式会社）  
スマートフォンや SNS、無線 LAN、IoT など、インターネットにつながることを前提とし

た新しい技術が次々と登場しています。 どの技術も生活を便利にするものですが、漠然と

した不安を感じながら使用している方も多いのではないでしょうか。 本講演では、インタ

ーネットを正しくこわがりながら新しい技術を上手に活用できるよう、 身近なスマートフ

ォンの事例をとおして、必要な対策は何か？、なぜその対策が必要なのか？を解説します。 

 

サイバー犯罪の現状と対策 

講師：兼高 廣 (福岡県警)  

サイバー犯罪は、今や身近な犯罪となっています。犯罪の被害に遭わないためには、 先ず

はサイバー犯罪を「知る」ことが重要なため、今回は、サイバー犯罪の概要や手口等を説明

します。 

 

 

今回の「せきゅトーク 2017 in 福岡」では、普段あまりセキュリティについて意識するこ

とのない一般の方々を対象に、より身近にセキュリティを感じてもらうために 4 つのテー

マで公演が行われた。それぞれの講演に対する質疑応答では、一般の方からの質問も積極的

に行われており、とても有意義な講演となりました。また、閉会の後もパソコンやスマート

フォンのセキュリティに関して個別に相談されている方もおり、セキュリティ意識の向上

の点では成功でした。 

 また、質疑応答や講演を通じて、「いざセキュリティで困ったときに誰に相談すればよい

のかわからない」と一般の方が考えているように感じられました。 
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することも簡単にできてしまいます。 しかし、その多くの場合が著作権侵害に当たります。 
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インターネットの正しいこわがり方 

講師：原 和宏（富士通株式会社）  
スマートフォンや SNS、無線 LAN、IoT など、インターネットにつながることを前提とし

た新しい技術が次々と登場しています。 どの技術も生活を便利にするものですが、漠然と

した不安を感じながら使用している方も多いのではないでしょうか。 本講演では、インタ

ーネットを正しくこわがりながら新しい技術を上手に活用できるよう、 身近なスマートフ

ォンの事例をとおして、必要な対策は何か？、なぜその対策が必要なのか？を解説します。 

 

サイバー犯罪の現状と対策 

講師：兼高 廣 (福岡県警)  

サイバー犯罪は、今や身近な犯罪となっています。犯罪の被害に遭わないためには、 先ず

はサイバー犯罪を「知る」ことが重要なため、今回は、サイバー犯罪の概要や手口等を説明

します。 

 

 

今回の「せきゅトーク 2017 in 福岡」では、普段あまりセキュリティについて意識するこ

とのない一般の方々を対象に、より身近にセキュリティを感じてもらうために 4 つのテー

マで公演が行われた。それぞれの講演に対する質疑応答では、一般の方からの質問も積極的

に行われており、とても有意義な講演となりました。また、閉会の後もパソコンやスマート

フォンのセキュリティに関して個別に相談されている方もおり、セキュリティ意識の向上

の点では成功でした。 

 また、質疑応答や講演を通じて、「いざセキュリティで困ったときに誰に相談すればよい

のかわからない」と一般の方が考えているように感じられました。 
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5.12 2016 10:00~17:00THU

九州大学情報基盤研究開発センター
3 階 多目的講習室 

5.13 2016 10:00~17:00FRI

AVS/Express 並列可視化ライブラリ利用法

MicroAVS 並列可視化ライブラリ利用法

5.17 2016 10:00~16:30TUE
九州大学情報基盤研究開発センター 5 階第一会議室  

5.18 2016 10:00~16:00WED
九州大学情報基盤研究開発センター 4 階第三会議室  

初心者でも簡単な操作で可視化ができる汎用可視化ソフトウェア
MicroAVS および スーパーコンピュータの大規模並列計算結果
データを可視化する並列可視化ライブラリの解説と実習
[午前]　　　　　　　　　　 [午後]　　　　　　　　　　
 MicroAVSの概要　　　　　MicroAVSの入力データフォーマット　　　
 MicroAVSの操作方法　　　並列可視化ライブラリ利用法（前日と同じ内容）

 

モジュールを組み合わせて独自の可視化プログラムを作成できる
AVS/Express および スーパーコンピュータの大規模並列計算結果
データを可視化する並列可視化ライブラリの解説と実習
[午前]　　　　　　　　　　[午後]
AVS/Expressの概要　　　　AVS/Expressの入力データフォーマット
AVS/Expressの操作方法　　並列可視化ライブラリ利用法
   
       
      

申込期限は5月3日（火）までです

 

5月 17日  火  
10:00～16:30

情報基盤研究開発センター5階第一会議室

箱崎キャンパス 5月 18日  水
10:00～16:00

情報基盤研究開発センター４階第三会議室
初心者でも簡単な操作で可視化ができる汎用可視化ソフトウェア
MicroAVS および スーパーコンピュータの大規模並列計算結果
データを可視化する並列可視化ライブラリの解説と実習
[午前]　　　　　　　　　　 [午後]　　　　　　　　　　
 ・MicroAVSの概要　　　　　・MicroAVSの入力データフォーマット　　　
 ・MicroAVSの操作方法　　　・並列可視化ライブラリ利用法（前日と同じ内容です）

 

定員
10名

定員
15名

箱崎キャンパス

モジュールを組み合わせて独自の可視化プログラムを作成できる
AVS/Express および スーパーコンピュータの大規模並列計算結果
データを可視化する並列可視化ライブラリの解説と実習
       [午前]　　　　　　　　　　　　　　　[午後]
       ・AVS/Expressの概要　　　　　　　　　・AVS/Expressの入力データフォーマット
       ・AVS/Expressの操作方法　　　　　　　・並列可視化ライブラリ利用法
   
       
      

春

情報基盤課全国共同利用担当
092-642-2308 zenkoku-kyodo@cc.kyushu-u.ac.jp

九 州 大 学 情 報 統 括 本 部九 州 大 学 情 報 統 括 本 部
Information Infrastructure Initiative, 
Kyushu University

    当日の受付時間は講習会開始時間の15分前からです。
    テキストは当センターで用意します。
　申込期限は5月3日（火）までです。

 

SYBYL EnSight

IDL

SAS

6 月講習会  はこざき 九州大学情報基盤研究開発センター 3 階 多目的講習室
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主催 :   九州大学情報基盤研究開発センター https://www.cc.kyushu-u.ac.jp/scp/

申込先 : 情報基盤課全国共同利用担当 Tel: 092-642-2308　E-mail: zenkoku-kyodo＠iii.kyushu-u.ac.jp

10 10

1

1
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DISCOVER  高性能アプリケーションサーバチューニング

Gaussian　 成分を知る

COMPONENT

THEインテル Xeon Phi コアプロセッサ向けプログラミング

Information Infrastructure Initiative, 

インテル Xeon Phi コアプロセッサ概要

オフロードプログラミング

ネイティブプログラミング

インテルコンパイラの最適化レポートの活用

インテル VTune Amplifier XE を使用した解析と最適化の紹介

MPI アプリケーションの最適化概要

インテルコンパイラの概要

最適化概要

・ベクトル化・メモリアクセスの効率化

・キャッシュの効率的な使い方

インテル VTune Amplifier XE を使用した解析と最適化の紹介

6/17 Fri  
13:00～17:00

Gaussian は世界で最も広く利用されている量子化学計算ソフトウェアです .

分子や分子集合体の構造・物性を , 電子状態計算により算出します .

講習会では , 量子化学計算の概要から計算実行の実習まで行います .

・量子化学計算概要・Gaussian09 の主な機能

・構造最適化・振動数計算・Q&A

6/24 Fri  
13:00～17:00

6/16 Thu  
13:00～17:00

http://www.cc.kyushu-u.ac.jp/scp/研究用計算機システムのホームページ

お申し込み先お申し込み先
情報基盤課全国共同利用担当

092-642-2308 zenkoku-kyodo@iii.kyushu-u.ac.jp

 当日の受付時間は講習会開始時間の 15分前からです。テキストは当センターで用意します。

 申込期限：Gaussian 講習会の申込期限は 6月 10 日（金）まで、その他は 6月２日（木）までです。

場所：九州大学情報基盤研究開発センター 3階 多目的講習室

18

18

10

http://www.cc.kyushu-u.ac.jp/scp/
研究用計算機システムのホームページ

お申し込み先お申し込み先
情報基盤課全国共同利用担当

092-642-2308 zenkoku-kyodo@iii.kyushu-u.ac.jp
  当日の受付時間は講習会開始時間の 15分前からです。

  テキストは当センターで用意します。

  申込期限：7/6（水）まで。

線形方程式の

反復解法
九州大学 伊都図書館 2階

情報サロン

　線形方程式系の数値解法は、直接法と反復法に大別され、その性質には一長一短の

特性があります。しかし、現在の科学技術分野で現れる大規模線形問題に対する数値

解法は計算機のメモリ上の制約から反復法がよく利用されます。

　そこで、本講習会では反復解法の中でも現代の潮流であるKrylov 空間法を紹介し

ます。最も代表的な反復法である共役勾配法、一般化最小残差法、さらに双共役勾配

法を取り上げ、それらの原理や数理について解説します。次に、反復法の収束性を向

上させる前処理技術を紹介します。不完全コレスキー分解法、Eisenstat 版の SSOR前

処理などを取り上げ、実際の幾つかの適用事例を紹介します。これらの方法により従

来の解法に比べて大幅な性能向上が実現できることを示します。最後に、反復法を実

数版から複素数版に拡張し、複素密行列問題において良好な性能を持つ算法を紹介し

ます。今後反復解法を用いたい人や既に実際に使っている人にとって、上記の内容は

きっと役に立つ内容だと思います。

阿部邦美（岐阜聖徳学園大学）

藤野清次（理化学研究所客員主幹研究員）

中嶋徳正（福岡工業大学）

スケジュール：

10:00-11:30 Krylov 空間法の基礎

12:30-14:00 前処理付き反復法の適用事例

14:20-15:50 複素密行列問題

15:50-16:20 個別相談会

講習会

7.1120
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定員30人

10:00-16:20
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最近、計算機科学や計算科学の分野にて Perl、

Python、Ruby 等の軽量言語のプログラミングに

より研究を行うことが増えています。軽量言語を利

用することで、プログラムの実行時間は増加するも

のの開発コストならびに維持コストについては大幅

に低下する事が知られており、実験や解析が容易に

なる、といった利点があるためと考えられます . そ

こで今回の講習会では、Python 言語を

対象として簡単な文法を理解しつつ、自身で研究に

利用可能とするための入門講習を行います。

具体的な目的は以下の３つであり、実践的課題を対

象に進める予定です。

1. 既存プログラムの出力ファイルからのデータ取得

を可能とすることで Python の基礎的文法の習得を

図る。

2. 計算機センターの計算ノードにおいて並列計算を

することにより，科学計算用ライブラリ Numpy, 

mpi4py の利用習得を図る。

3.Fortran や C にて記述されたプログラムライブラ

リを Python から呼び出し可能とすることで、他

言語の既存コードを利用可能とする。

なお、本講習会は、Linux 系環境において Fortran

や C等の言語によるプログラミングの経験をお持ち

の方の受講を想定しております。

伊都図書館２階　

情報サロン
定員３０人ずつ

お申し込み先お申し込み先

http://www.cc.kyushu-u.ac.jp/scp/
研究用計算機システムのホームページ

情報基盤課全国共同利用担当
092-642-2308 zenkoku-kyodo@iii.kyushu-u.ac.jp

  当日の受付時間は、
　 講習会開始時間の 15 分前からです。
  テキストは当センターで用意します。
 　申込期限：8/17( 水 ) まで。

Message Passing Interface (MPI) は、並列プログラミングを

行う際に広く利用される通信インターフェース群で、主に

send/recv 型の通信インターフェースによるプログラミングがな

されてきました。一方、MPI は日々機能拡張されており、

send/recv 型とは異なる通信方式である片側通信のインター

フェースを提供するに至っています。この片側通信は send/recv

型のように送受信の両側で対応する関数を発行することなしに一

方のプロセスが他方のプロセスに対するデータの読み書き

（put/get）を行うことが出来ます。これにより通信と計算をオー

バーラップさせるプログラムや動的に通信相手が決定するプログ

ラムなど

を比較的容易に記述出来ます。

MPI の片側通信は性能面で問題がありましたが、近年改良が加え

られ実用段階に入ってきました。そこで、本講習会ではMPI の片

側通信を用いた並列プログラミングの方法を紹介致します。また、

基本的な紹介に留まらず。実際の計算プログラムにおける片側通

信の利用例として粒子系シミュレーションの並列化を紹介致しま

す。粒子系シミュレーションを領域分割法によって並列化すると、

実行時に通信パターンが決まる不規則な通信が必要となり、

send/recv 型の通信インターフェースではこのような通信を効率

よく記述することが面倒でした。

そこで、片側通信を用いることでこのような不規則な通信を柔軟

に記述できることを演習により体験して頂きます。

はじめての、

MPI 片側通信プログラミング。

実践的な、

Python プログラミング。
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九 州 大 学 情 報 統 括 本 部九 州 大 学 情 報 統 括 本 部
Information Infrastructure Initiative, 
Kyushu University
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